
、
一
九
九
五
年
の
阪
神
大

震
災
か
ら
十
七
日
で
丸
九

一
年
。
震
災
を
は
じ
め
と
す

る
大
災
害
は
世
界
各
地
で

毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
、

国
内
で
も
今
後
Ｅ
十
年
の

う
ち
に
東
南
海
・
南
海
地

震
が
5
0
～
4
0
％
の
確
率
で

起
き
る
と
想
定
さ
れ
る
。

今
、
わ
れ
わ
れ
は
何
を
す

べ
き
な
の
か
。
国
際
医
療

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

　
（
本
部
・
岡
山
市
）
の
苛

波
茂
代
表
に
聞
い
た
。
（
１

面
に
関
連
記
事
）

　
－
阪
神
大
震
災
の
教
訓

は
。
　
　
「
災
害
後
Ｅ
日
間
は
自

分
た
ち
で
面
倒
を
見
る
」

と
い
う
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
相
互
扶
助
シ
ス
テ

ム
強
化
の
必
要
性
を
認
識

さ
せ
た
。
避
難
所
と
な
る

小
学
校
に
は
備
蓄
セ
ン
タ

ー
の
機
能
も
持
た
せ
、
生

活
に
必
要
な
物
資
を
備
え

て
お
く
こ
と
も
必
要
。
一

　　　扇●ズーム≒

　ＡＭＯＡの'緊急救援活動

1984年に発足したＡＭＤＡの

緊急救援は、91年にイラン国

内のクルド難民の医療支援を

皮切りに､80回以上に及ぷ｡地

震災害では、阪神大震災でも

活動｡95年にはロシア・サハリ

ン大地震、2001年にはインド

西部大地震、03年にはイラン

大地震など25回。医師や調整

員を派遣する以外に、航空会

社からチャーターした貨物機

での物資空輪も８回行った。

相
互
扶
助
シ

力
所
に
集
中
す
れ
ば
輸
送

の
問
題
も
出
て
く
る
。
小

規
模
の
備
蓄
セ
ン
タ
ー
を

各
地
に
分
散
さ
せ
る
こ
と

が
、
地
域
の
相
互
扶
助
シ

ス
テ
ム
構
築
に
も
つ
な
が

る
。
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
さ

な
い
た
め
の
定
期
的
な
防

災
訓
練
、
さ
ま
ざ
ま
な
技

術
を
持
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
登
録
制
度
確
立
も
大

切
だ
。

ス
テ

　
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
意

義
は
。

　
世
界
的
な
視
点
に
立
て

ば
、
二
十
一
世
紀
前
半
は

紛
争
の
時
代
。
紛
争
に
対

し
て
国
と
し
て
、
市
民
と

し
て
ど
う
開
わ
っ
て
い
く

の
か
、
二
つ
の
立
場
か
ら

行
動
が
問
わ
れ
て
い
る
。

国
益
を
優
先
す
べ
き
政
府

に
で
き
な
く
て
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ

　
（
非
政
府
組
織
）
な
ら
で

き
る
こ
と
は
あ
る
。
現
実

面
を
見
れ
ば
、
災
害
に
伴

う
大
量
の
被
災
者
に
対
人

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に

は
自
治
体
職
員
な
ど
で
は

と
て
も
足
ら
な
い
。
大
量

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
欠
か

せ
な
い
。

　
－
こ
れ
ま
で
の
支
援
活

動
を
通
じ
て
の
課
題
は
。

　
自
然
災
害
に
対
す
る
緊

急
医
療
支
援
は
七
十
二
時

－
－

化
を

間
以
内
に
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
国
境
を
越

え
る
に
は
国
を
相
手
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
意
味
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
相
手

国
、
大
使
館
と
の
連
携
を

ど
う
取
る
か
。
そ
の
シ
ス

テ
ム
化
か
課
題
。
さ
ら
に

輸
送
・
通
信
手
段
の
確
保

も
課
題
だ
が
、
資
金
面
が

大
き
な
ネ
ッ
ク
と
な
る
。

　
－
解
決
の
方
策
は
。

　
二
月
の
定
例
岡
山
県
議
会

に
国
際
貢
献
活
動
の
推
進
に

関
す
る
条
例
案
が
上
程
さ
れ

る
。
ビ
ザ
の
確
保
な
ど
相
手

国
に
対
す
る
交
渉
は
岡
山
県

が
行
い
、
人
材
養
成
は
わ
れ

わ
れ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
担
う
。
資
金

は
、
例
え
ば
岡
山
の
企
業
が

特
産
品
を
販
売
す
る
際
、
「
岡

山
発
の
国
際
貢
献
」
と
の
う

た
い
文
句
で
利
益
の
１
％
を

積
み
立
て
て
確
保
す
る
方
法

が
考
え
ら
れ
る
。
県
が
イ
ニ

シ
ア
チ
ブ
を
取
る
形
で
Ｅ
位

一
体
の
枠
組
み
が
で
き
れ
ば

県
民
参
加
型
の
運
動
が
実
現

で
き
る
。
岡
山
発
国
際
貢
献

１
％
運
動
だ
。
海
外
で
は
毎

年
の
よ
う
に
大
災
害
が
起
き

て
い
る
。
そ
れ
に
思
い
を
は

せ
る
こ
と
が
、
東
南
海
・
南

海
地
震
な
ど
へ
の
自
ら
の
備

え
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ

せ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
相
互
扶
助
シ
ス
テ
ム
構
築

に
も
つ
な
が
る
。
「
情
け
は

人
の
た
め
な
ら
ず
」
だ
。
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